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年度 ｶﾛ入 新〕bn入 脱退 差引増
６ ７ 
鍼酊鉦弱班
４６８７６１２９４ ６ ６３５６３９２ １２９２３６９９６７１０９５２ ４７５５５２５２１ １ ｜旭咀溺弱、鋤ｕ３ｕｎ犯皿岨、Ⅳ灯犯閖而皿型、皿鍋如詔、閉７１３１２２ ３４５６７８９０１２３４５６７ ６６６６６６６７７７７７７７７ ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘーヘヘへ駆岡“硫茄的閉的、、池門別布布
少数派組合の団結根拠
五
○
トライキにあたって、そのピケット・ラインを越えないことに示されるように、一般組合員にとっては、両組合の所
属の違いにもかかわらず、親近感があり、これも組織間の流動を容易にしている要素である。
支部への組合員の移動は、電労にとっては組織の危機であり、そのまきかえしも図られている。例えば一九六八’
六九年について支部『会務報告』はそのように述べている。また、一九七○年末には、組織間の移動を原則的に凍結
して組織統一を図ろうとする動きが電労側から出たこともあった。しかし、両組織間の意見が一致しないうちに、支
部側の組織拡大のための説得が行なわれて組合員の移動が続いたこともあり、両組合間の合意は成立しなかった。
さきの第三表からも窺われるように、両組織間では、共闘を強化して統一に向っているよりは、競合の成果に両者
の将来を賭ける傾向が強く、その過程で一時的な共同行動も行なわれてきたと言えよう。
以上、組織分裂下の支部は、基本的には、私鉄総連加盟組合として、その運動路線と合致した正統的な活動を、着
実に秋み重ね、労使関係を主導する地位を確立してきた。産業別組織の一員であるために、闘争を有利に進められた
ことも、ほぼ明らかである。その組織と活動は一般の企業別組合のそれと連続している。しかし、詳細にみると、差
別を排除するための諸協定、「合理化」との取り組み、電車を守る闘いなどに、創意があらわれている。
付記本稿の基礎となる調査のため法政大学特別研究助成金（昭和五三年度）を利用した。
